
特集・横浜の市民生活一課題と解決の方向②横浜市民生活のプロフィール

特
集
・
横
浜
の
市
民
生
活
－
課
題
と
解
決
の
方
向
②

横
浜
市
民
生
活
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

‐
市
民
生
活
の
基
本
的
属
性
の
変
化

①
－
人
口
増
減
率
の
推
移

　
　
「
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
増
加
状
況
」
（
表
－
１
）

を
見
る
と
、
昭
和
三
十
五
～
四
十
年
に
か
け
て
の
五
年

間
の
三
〇
％
の
人
口
増
加
率
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
以
降
、

二
五
・
一
％
、
一
七
・
一
％
、
五
・
八
％
と
低
下
し
た

が
、
昭
和
五
十
五
～
平
成
二
年
に
か
け
て
再
び
増
加
し

て
七
％
台
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
増
加
率
は
人
口
増
加

率
と
ほ
ば
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
自
然
増
加
率

を
見
る
と
、
昭
和
四
十
～
五
十
年
の
九
・
四
％
を
ピ
ー

ク
と
し
て
、
以
降
、
低
下
を
続
け
て
い
る
。

　
次
に
、
六
十
年
以
降
の
状
況
を
「
人
口
の
増
加
状
況

（
図
－
１
）
」
で
見
る
と
、
六
十
二
年
の
約
五
万
八
千

人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
社
会
増
、
自
然
増
と
も
低
下
を
続

け
て
い
る
た
め
、
社
会
増
の
状
況
に
も
よ
る
が
、
今
後
、

横
浜
市
の
人
口
増
加
率
は
比
較
的
安
定
し
た
横
這
い
か

ら
減
少
傾
向
に
向
か
う
と
予
想
さ
れ
る
。

②
－
人
口
構
成
の
推
計

　
　
「
平
成
四
年
度
と
平
成
十
二
年
（
西
暦
二
〇
〇
〇
年
）

の
年
齢
別
人
口
構
成
比
較
」
　
（
図
－
２
）
を
見
る
と
、

六
十
五
歳
以
上
の
人
口
が
お
よ
そ
二
倍
増
、
三
十
～
六

十
四
歳
に
お
い
て
も
著
し
い
増
加
が
推
計
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
子
供
に
つ
い
て
は
、
十
歳
未
満
の
人
口
が
若
干

増
加
す
る
も
の
の
、
十
五
～
十
九
歳
に
か
け
て
の
人
口

及
び
、
二
十
～
二
十
九
歳
の
人
口
も
減
少
す
る
と
い
う

推
計
が
な
さ
れ
て
い
る
。

‐
市
民
生
活
の
基
本
的
属
性
の
変
化

・
首
都
圏
へ
の
生
活
依
存

・
都
市
的
生
活
形
態
の
変
貌

・
企
業
中
心
社
会
の
反
省
の
兆
し

グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

③
－
高
齢
化
の
進
行

　
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
「
人
口
の
高
齢

化
の
進
行
」
　
（
図
－
３
）
を
見
る
と
、
昭
和
四
十
年
以

降
全
国
に
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
形
で
増
加
傾
向
か
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
一
層
の
高
齢
者
人
口
増
加

が
見
込
ま
れ
る
。

④
－
晩
婚
化
の
進
行

　
ま
た
、
「
母
親
の
年
齢
階
級
別
に
見
た
出
生
率
」

（
図
－
４
）
を
見
る
と
、
昭
和
五
十
八
～
平
成
二
年
に

か
け
て
二
十
五
～
二
十
九
歳
の
出
生
率
が
減
少
傾
向
に

あ
り
、
逆
に
三
十
～
三
十
四
歳
の
出
生
率
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。
今
後
女
性
の
高
学
歴
化
に
伴
う
盛
ん
な
社
会

進
出
を
背
景
と
し
た
晩
婚
化
に
よ
り
、
両
階
級
の
出
生
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表－１　国勢調査による人口増加状況

特集・横浜の市民生活―課題と解決の方向②横浜市民生活のプロフィール

図一１　人口の増加状況（昭和24年～平成４年）

図一２　年齢別人口構成の比較 ⑤
－
人
口
の
予
測

　
先
の
平
成
四
年
と
平
成
十
二
年
（
西
暦
二
〇
〇
〇
年
）

率
は
同
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。
晩
婚

化
傾
向
に
つ
い
て
は
、
「
結
婚
年
齢
が
高
く
、
出
生
率

が
低
い
東
京
都
」
　
（
図
－
５
）
に
見
る
よ
う
に
、
神
奈

川
県
は
東
京
都
の
次
に
晩
婚
化
か
進
ん
で
お
り
、
平
成

元
年
当
時
で
、
妻
は
約
二
十
六
歳
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
千
葉
・
埼
玉
及
び
全
国
の
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
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特集・横浜の市民生活―課題と解決の方向②横浜市民生活のプロフィール

図一４　母親の年齢階級別にみた出生率

　　　　(昭和55年～平成２年)

図一３　人口の高齢化の進行

23

　　図一５　結婚年齢が高く、出生率が低い東京都

（1）平均婚姻年齢
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図一６　出生率・死亡率・自然増加数

　　　　および合計特殊出生率の推移(全国)
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の
年
齢
別
人
口
構
成
比
較
に
お
け
る
十
歳
未
満
の
人
口

増
加
予
測
に
は
、
三
十
～
三
十
四
歳
の
人
口
増
加
予
測

が
少
な
か
ら
ず
作
用
し
て
い
る
と
推
測
出
来
る
が
、
次

の
世
代
の
二
十
～
二
十
九
歳
、
及
び
十
五
～
十
九
歳
の

人
口
予
測
が
平
成
四
年
度
に
比
べ
て
減
少
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
平
成
四
～
十
二
年
に
お
け
る
十
歳

未
満
の
人
口
増
は
一
過
性
の
傾
向
が
強
く
、
こ
れ
が
平

成
十
二
年
以
降
の
十
五
～
十
九
歳
に
か
け
て
の
人
口
の

増
加
あ
る
い
は
横
這
い
傾
向
を
も
た
ら
す
と
は
考
え
に

く
い
。
ま
た
、
「
出
生
率
・
死
亡
率
・
自
然
増
加
率
お

よ
び
合
計
特
殊
出
生
率
の
推
移
」
　
（
図
ｌ
６
）
に
見
る

よ
う
に
、
昭
和
四
十
八
年
以
降
全
国
的
に
出
生
率
は
減

少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
や
は
り
今
後
十
五
～
十
九
歳
に

図一７　多様化する家族

か
け
て
の
人
口
は
著
し
く
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
横
浜
市
の
人
口
は
安
定
し
た
横
這
い

か
ら
減
少
傾
向
を
た
ど
り
、
そ
の
年
齢
別
構
成
の
傾
向

と
し
て
は
、
高
齢
者
の
一
層
の
増
加
、
年
少
人
口
の
減

少
が
顕
著
で
あ
る
と
予
測
で
き
る
。

⑥
－
家
族
形
態
の
多
様
化

　
一
方
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
家
族
形
態
は
多
様

化
し
つ
つ
あ
る
。

　
「
多
様
化
す
る
家
族
」
（
１
）
（
図
－
７
）
を
見
る
と
、

昭
和
五
十
～
平
成
二
年
度
の
十
五
年
間
に
、
単
独
世
帯

が
一
四
・
六
％
か
ら
二
六
・
五
％
と
約
一
二
％
、
夫
婦

(2) 65才以上の親族のいる一般世帯割合

の
み
が
二
％
強
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
夫
婦
と
子
供

は
一
〇
％
強
、
そ
の
他
の
親
族
は
四
％
弱
減
少
し
て
い

る
。
三
世
代
世
帯
は
構
成
割
合
だ
け
で
な
く
、
実
数
も

昭
和
六
十
年
～
平
成
二
年
に
か
け
て
、
五
千
四
百
六
十

六
世
帯
減
少
し
て
い
る
。

　
六
十
五
歳
以
上
の
親
族
の
い
る
世
帯
の
状
況
を
「
多

様
化
す
る
家
族
」
（
２
）
（
図
－
７
）
で
見
る
と
、
十
五
年

間
で
単
独
世
帯
は
七
％
強
、
夫
婦
の
み
は
一
　
一
％
弱
増

加
し
て
い
る
が
、
夫
婦
と
子
供
、
片
親
と
子
供
の
増
加

は
極
め
て
僅
か
な
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
そ
の
他
の
親
族
は
五
十
年
の
五
六
・
六
％
か

ら
平
成
二
年
の
三
七
・
三
％
と
一
九
・
三
％
の
減
少
を

示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
三
世
代
世
帯
は
構
成
割
合
、

24調査季報115－93.1
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実
数
と
も
減
少
し
て
い
る
。

　
核
家
族
化
の
状
況
を
見
る
と
、
全
世
帯
で
は
、
五
十

年
の
七
二
・
四
％
か
ら
平
成
二
年
の
六
四
・
四
％
と
八

％
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、
六
十
五
歳
以
上
の
親
族

世
帯
は
三
五
・
二
％
か
ら
四
七
・
五
％
と
一
二
・
三
％

増
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
単
身
世
帯
は
全
世
帯
、
六
十
五
歳
以

上
の
親
族
世
帯
と
も
増
加
し
て
お
り
、
小
家
族
化
か
進

行
し
て
い
る
と
言
え
る
。
「
一
世
帯
の
人
数
推
移
」

（
図
－
８
）
に
見
る
通
り
、
昭
和
三
十
年
の
四
・
五
人

か
ら
平
成
二
年
に
は
二
・
七
五
人
と
い
う
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。

図一８　１世帯人数推移

⑦
－
高
齢
化
と
家
族
形
態

　
六
十
五
歳
以
上
の
親
族
世
帯
の
推
移
に
お
い
て
、
夫

婦
の
み
の
世
帯
や
単
独
世
帯
が
上
述
の
よ
う
に
増
加
し

て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
高
齢
者
介
護
の
視
点
か
ら
見

た
場
合
、
ヘ
ル
パ
ー
の
確
保
が
重
大
な
問
題
と
な
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
が
子
供
と
同
居
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
「
六
十
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り
者
の
主
た
る
介

護
者
」
　
（
表
ｌ
２
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
居
し
て

い
る
配
偶
者
・
子
・
子
の
配
偶
者
だ
け
で
八
七
・
二
％

を
占
め
、
同
居
者
の
負
担
と
い
う
面
か
ら
も
ヘ
ル
パ
ー

の
確
保
は
重
要
な
問
題
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

⑧
ｌ
家
族
形
態
に
対
す
る
高
齢
者
の
意
識

　
先
の
六
十
五
歳
以
上
の
親
族
が
い
る
世
帯
の
実
態
に

反
し
て
、
老
後
の
暮
ら
し
方
に
関
す
る
国
民
の
意
識
は
、

「
建
設
白
書
（
平
成
三
年
度
版
）
」
を
見
る
と
、
東
京

圈
と
東
京
圏
以
外
の
地
域
に
お
い
て
若
干
の
差
が
あ
る

も
の
の
、
東
京
圏
で
は
、
「
子
供
と
暮
ら
す
」
と
回
答

し
た
者
が
全
年
齢
で
三
三
・
四
％
、
四
十
歳
以
上
で
は

三
六
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
「
子
供
と
暮
ら
す
」
と

「
子
供
の
家
の
近
く
に
住
む
」
　
を
あ
わ
せ
る
と
、
全
年

齢
に
お
い
て
も
四
十
歳
以
上
に
お
い
て
も
お
よ
そ
三
分

の
二
の
回
答
者
が
支
持
し
て
い
る
（
図
－
９
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
現
在
は
親
と
別
居
と
い
う
家
族
形
態

図一９　老後の暮らし方

調査季報115－93.1
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が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
で
、
そ
の
実
態
に
反
し
て
自
分

の
老
後
に
は
子
供
の
そ
ば
で
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
自

己
の
意
識
と
行
動
と
の
間
に
ズ
レ
が
生
じ
て
き
て
お
り
、

結
果
的
に
は
、
今
ま
で
は
家
族
が
中
心
と
な
っ
て
高
齢

化
に
伴
う
様
々
な
介
護
を
行
い
、
福
祉
制
度
の
受
け
皿

と
さ
れ
て
き
た
家
族
中
心
主
義
の
乖
離
が
な
お
一
層
進

み
、
社
会
保
障
と
し
て
の
今
ま
で
の
福
祉
制
度
と
、
高

齢
化
の
実
態
と
の
間
に
不
均
衡
が
生
じ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。

図一10　イベント面で際だつ東京の魅力

百
都
圏
へ
の
生
活
依
存

①
－
文
化
・
情
報
・
商
業
、
業
務
の
東
京
一
極
集
中

　
東
京
へ
の
文
化
、
商
業
、
業
務
施
設
の
一
極
集
中
、

そ
れ
に
伴
う
人
、
物
、
お
金
、
情
報
の
一
極
集
中
問
題

へ
の
対
応
が
急
務
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
久
し
い
。

　
　
「
イ
ベ
ン
ト
面
で
際
だ
つ
東
京
の
魅
力
」
　
（
図
l
1
0
）

を
見
て
み
る
と
、
大
阪
・
名
古
屋
・
そ
の
他
地
方
都
市

に
比
べ
て
、
文
化
・
情
報
の
点
で
明
ら
か
に
東
京
都
は

図一11　東京都に集中する情報産業

充
実
し
て
い
て
、
何
で
も
そ
ろ
っ
て
い
る
。
更
に
、

「
東
京
都
に
集
中
す
る
情
報
産
業
（
従
業
員
数
の
対
全

国
シ
ェ
ア
）
」
（
図
－
‥
Ｈ
）
に
よ
れ
ば
、
情
報
サ
ー
ビ

ス
調
査
・
広
告
業
が
全
国
の
四
九
・
〇
％
、
情
報
サ
ー

ビ
ス
業
が
五
〇
・
四
％
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
が
五
二
。

四
％
、
情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
業
が
四
四
・
四
％
、
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス
業
が
五
四
・
二
％
と
ほ
と
ん
ど
の
情
報

産
業
に
つ
い
て
、
東
京
は
全
国
の
二
分
の
一
の
シ
ェ
ア

を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
「
平
成
三
年
事
業
所
統
計

26
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特集・横浜の市民生活一課題と解決の方向②横浜市民生活のプロフィール

図一10　昼夜間人口比率と市内通勤・通学比率

の
従
業
者
数
」
を
見
る
と
、

横
浜
市
を
東
京
都
、
大
阪
市
、

名
古
屋
市
に
継
い
で
多
く
の

従
業
者
を
か
か
え
て
い
る
も

の
の
、
東
京
の
従
業
者
数
は

七
百
三
十
九
万
人
で
あ
り
、

横
浜
市
は
、
百
三
十
万
人
と

東
京
の
抱
え
る
従
業
員
数
と

の
差
が
歴
然
と
あ
る
。

図一13　市民就業者の従業地割合(平成２年　国勢調査)

②
―
横
浜
都
民
の
実
体

　
「
昼
夜
間
人
口
比
率
と
市
内
通
勤
・
通
学
比
率
」

（
図
－
1
2
）
を
見
る
と
、
昼
夜
間
人
口
比
率
は
市
全
体

で
は
八
八
・
七
％
で
あ
る
が
、
九
〇
％
を
超
え
て
い
る

の
は
、
鶴
見
・
神
奈
川
・
西
・
中
区
の
四
区
で
あ
り
、

市
内
通
勤
・
通
学
比
率
も
市
全
体
で
は
六
一
・
一
％
、

七
〇
％
を
越
え
て
い
る
の
は
中
・
南
の
二
区
の
み
で
あ

る
。

　
そ
の
理
由
を
「
市
民
就
業
者
の
従
業
地
割
合
」
（
図
－

1
3
）
で
見
る
と
、

市
外
従
業
者
の
比

率
は
市
全
体
で
三

九
・
四
％
で
あ
る

が
、
そ
の
う
ち
東

京
都
区
部
を
従
業

地
と
す
る
比
率
が

二
五
・
〇
％
で
あ

る
。
市
外
従
業
者

に
占
め
る
比
率
は

六
三
・
五
％
で
あ

り
、
市
民
就
業
者

百
六
十
一
万
八
千

人
の
四
人
に
一
人
、

約
四
十
万
五
千
人

が
東
京
都
区
部
に

通
勤
し
て
い
る
。

調査季報115－93.127
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次
に
、
東
京
都
内
に
通
勤
す
る
市
民
の
「
生
活
行
動

の
範
囲
（
職
場
所
在
地
別
）
」
を
見
る
と
、
利
用
場
所

は
、
表
－
３
の
通
り
で
あ
る
。

表－３　生活行動の範囲

　
先
の
①
の
東
京
一
極
集
中
を
示
す
デ
ー
タ
と
、
こ
れ

ら
の
デ
ー
タ
を
照
ら
し
て
み
る
と
、
横
浜
市
民
の
都
市

生
活
は
、
市
民
に
と
っ
て
は
い
い
環
境
で
あ
る
と
評
価

し
て
い
る
人
が
半
数
以
上
い
る
が
、
横
浜
市
も
埼
玉
・

千
葉
と
共
に
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
的
性
格
を
帯
び
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
否
め
な
い
。
今
後
、
み
な
と
み
ら

い
2
1
を
中
心
に
多
極
分
散
を
目
指
し
て
開
発
が
進
め
ら

れ
る
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
市
民
生
活
の
東
京
へ
の
依

存
状
態
は
定
着
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
「
横
浜
都
民
」

と
ま
で
い
わ
れ
て
い
る
。

③
－
横
浜
の
住
宅
事
情

　
そ
こ
で
、
横
浜
の
住
宅
事
情
を
追
う
た
め
、
「
土
地

の
取
得
経
費
」
　
（
図
－
1
4
）
を
見
る
と
、
昭
和
五
十
八

年
～
六
十
三
年
に
か
け
て
、
神
奈
川
県
で
は
お
よ
そ
二

倍
、
東
京
圏
、
横
浜
市
で
は
お
よ
そ
二
・
五
倍
に
増
加

し
て
い
る
。
横
浜
市
に
お
け
る
土
地
取
得
経
費
は
昭
和

六
十
三
年
時
点
で
東
京
圏
の
平
均
値
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
住
宅
取
得
の
困
難
さ
は
、
「
住
宅
取
得
の
年
収
倍
率

の
各
国
比
較
」
　
（
図
－
1
5
）
に
見
る
よ
う
に
、
米
国
三
・

四
倍
（
一
九
八
七
年
）
、
英
国
四
・
四
倍
（
一
九
八
七

年
）
、
旧
西
独
四
・
六
倍
（
一
九
八
六
年
）
に
対
し
て

東
京
圏
の
八
・
五
倍
（
一
九
九
〇
年
）
で
あ
る
こ
と
か

ら
東
京
圏
に
お
け
る
住
宅
取
得
難
は
国
際
的
に
も
異
常

な
高
水
準
で
あ
る
。

　
更
に
、
「
分
譲
住
宅
の
購
入
経
費
」
　
（
図
1
1
6
）
に

よ
っ
て
横
浜
市
の
傾
向
を
見
て
み
る
と
、
昭
和
五
十
八

～
六
十
三
年
に
か
け
て
東
京
圏
が
お
よ
そ
Ｉ
・
三
倍
、

神
奈
川
県
が
お
よ
そ
一
・
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
横
浜
市
で
は
そ
の
間
ほ
と
ん
ど
増
加
傾
向
は

な
く
、
高
い
水
準
で
横
這
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　
都
市
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
都
市
機
能
の
一
部
が
東

京
都
中
心
地
区
に
偏
在
す
る
と
い
う
現
象
が
生
じ
、
東

京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
的
性
格
を
帯
び
て
い
る
横
浜
市
で

あ
っ
て
も
、
勤
労
者
の
住
宅
取
得
難
や
、
再
開
発
用
地

確
保
難
な
ど
土
地
問
題
は
東
京
圏
の
中
で
も
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

(昭和58、63年)土地の取得経費－14図
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図一15　住宅取得の年収倍率の各国比較

図一16　分譲住宅の購入経費（昭和58年，63年）

図一17　ガス消費量
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①
　
横
浜
市
民
が
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
加

　
高
度
成
長
期
に
み
ら
れ
た
産
業
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

の
急
増
が
頭
打
ち
に
な
り
、
現
代
で
は
民
生
用
干
不
ル

ギ
ー
需
要
が
大
幅
に
延
び
て
き
て
い
る
。
全
国
的
に
み

て
も
、
今
後
の
日
本
社
会
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
は
、

こ
の
民
生
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
か
に
し
て
抑
え
る
か

が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
横
浜
市
に
お
い
て
も

民
生
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
占
め
る
割
合
は
高
く
、
例

え
ば
ガ
ス
の
消
費
量
は
家
庭
用
が
五
二
・
二
八
％
と
二

分
の
一
以
上
を
占
め
て
い
る
。
家
庭
用
ガ
ス
消
費
量
の

・
都
市
的
生
活
形
態
の
変
貌

三



特集・横浜の市民生活一課題と解決の方向②横浜市民生活のプロフィール

　
推
移
は
、
昭
和
六
十
三
年
の
三
・
五
二
億
立
方
メ
ー
ト

　
ル
か
ら
、
平
成
三
年
に
は
四
・
二
五
億
立
方
メ
ー
ト
ル

　
へ
と
お
よ
そ
一
・
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
（
図
－
1
7
）
。

　
　
ま
た
、
「
交
通
安
全
白
書
（
平
成
三
年
度
）
」
に
お

　
け
る
全
国
的
な
自
動
車
保
有
台
数
の
推
移
（
図
－
1
8
）

　
を
見
て
み
る
と
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
平
成
元
年
度
に

　
か
け
て
、
貨
物
自
動
車
が
お
よ
そ
一
・
一
倍
の
伸
び
を

　
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
軽
自
動
車
で
は
お
よ
そ
一
・

　
三
倍
、
一
般
乗
用
車
で
は
お
よ
そ
一
・
二
倍
の
伸
び
を

　
示
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
民
生
用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

　
拡
大
傾
向
か
見
ら
れ
る
。
横
浜
市
に
お
い
て
は
、
昭
和

五
十
八
年
か
ら
平
成
元
年
に
か
け
て
軽
自
動
車
の
伸
び

図一18　自動車保有台数の推移

が
一
・
八
倍
、
乗
用
車
の
伸
び
が
一
・
四
倍
と
な
っ
て

お
り
、
全
国
的
な
伸
び
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
代
の
都
市
生
活
は
、
衣
食

住
に
加
え
て
、
自
動
車
等
の
民
生
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消

費
の
伸
び
が
著
し
く
、
大
量
の
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

消
費
と
排
泄
の
肥
大
化
を
基
盤
に
成
り
立
っ
て
お
り
、

横
浜
市
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
傾
向
が

全
国
的
に
見
て
も
強
い
と
い
え
る
。

　
こ
れ
は
、
単
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
拡
大
と
い
う
問

題
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
環
境
負
荷
が
年
々

図一19　地域をどの範囲と考えるか

強
ま
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
面
か
ら
見
て
も
、
環
境
負
荷
の

面
か
ら
見
て
も
、
さ
ら
に
は
個
人
が
支
払
う
コ
ス
ト
の

面
か
ら
見
て
も
、
今
後
の
都
市
は
機
能
的
に
も
、
規
模

に
お
い
て
も
コ
ン
パ
ク
ト
な
も
の
が
望
ま
し
い
と
い
え

る
が
、
現
在
は
、
鉄
道
の
複
々
線
化
、
広
域
道
路
交
通

の
整
備
に
よ
る
輸
送
力
増
強
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
都
市

の
拡
大
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
。

②
-
－
横
浜
市
民
の
生
活
圏
域

　
こ
の
よ
う
に
、
市
民
の
都
市
的
生
活
形
態
も
空
間
的

に
見
て
拡
大
傾
向
に
あ
る
が
、
自
分
達
の
生
活
圏
域
を

一
体
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
を
示
し
て
い
る

地
域
の
範
囲
に
対
す
る
市
民
の
意
識
は
、
「
地
域
を
ど

の
範
囲
と
考
え
る
か
」
　
（
図
－
1
9
）
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
い
わ
ゆ
る
向
こ
う
三
軒
両
隣
、
あ
る
い
は
自
治
会
・

町
内
会
の
範
囲
を
回
答
す
る
人
が
多
い
。

　
同
じ
五
十
八
年
に
「
近
所
と
の
つ
き
あ
い
」
に
つ
い

て
聴
い
て
い
る
が
、
「
留
守
中
の
お
届
け
物
の
保
管
」

（
七
〇
・
六
％
）
、
「
ゴ
ミ
取
り
あ
と
の
掃
除
」
　
（
三

九
・
六
％
）
、
「
祭
や
盆
踊
り
、
運
動
会
な
ど
へ
の
参

加
」
　
（
三
六
・
五
％
）
、
世
間
話
な
ど
の
行
き
来
」

（
三
五
・
五
％
）
と
い
う
よ
う
に
、
実
際
に
も
身
近
な

地
域
に
お
い
て
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
日
頃
の
つ
き
あ
い
の
中
か
ら
、
「
わ
が
地
域
」
を
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自
治
会
・
町
内
会
の
範
囲
と
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

平
成
三
年
に
、
お
住
ま
い
の
地
域
で
地
域
の
行
事
や
活

動
へ
の
参
加
を
聴
い
た
と
こ
ろ
、
「
祭
や
盆
踊
り
、
運

動
会
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
が
三
八
・
七
％
と
、

昭
和
五
十
八
年
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
都
市
的

生
活
形
態
は
拡
大
し
て
い
る
が
、
市
民
の
定
住
性
が
高

ま
り
、
日
常
生
活
で
は
「
わ
が
地
域
」
が
生
き
て
い
る
。

③
ｌ
都
市
の
拡
大
と
環
境
負
荷
の
増
大

　
ま
た
、
都
市
の
拡
大
傾
向
は
、
さ
ら
な
る
人
口
集
中

を
も
た
ら
し
、
居
住
地
を
求
め
る
市
民
の
た
め
の
住
宅

図一20　住宅数、世帯数、世帯人数等の推移(昭和43～63年)

開
発
を
促
進
し
、
都
市
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
環
境

的
要
素
を
損
失
さ
せ
な
が
ら
、
環
境
に
対
す
る
負
荷
を

強
め
て
い
っ
て
い
る
。
「
よ
こ
は
ま
の
住
宅
事
情
（
一

九
九
〇
」
」
に
お
け
る
住
宅
数
の
推
移
を
見
る
と
、
昭

和
四
十
三
年
以
降
一
貫
し
て
住
宅
戸
数
が
増
加
傾
向
に

あ
る
（
図
－
2
0
）
。

企
業
中
心
社
会
の
反
省
の
兆
し

①
－
市
民
の
生
活
価
値
観

　
　
「
労
働
白
書
（
平
成
三
年
版
）
」
に
お
け
る
月
間
総

実
労
働
時
間
の
推
移
（
図
－
2
1
）
に
よ
れ
ば
、
昭
和
六

十
三
年
か
ら
一
貫
し
て
実
労
働
時
間
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
平
成
二
年
度
に
は
お
よ
そ
百
七
十
時
間
／
月
に
な
っ

て
い
る
。

　
神
奈
川
県
の
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」
に
よ
る
と
、

全
国
の
傾
向
と
同
様
に
、
六
十
三
年
か
ら
は
減
り
続
け
、

平
成
二
年
度
に
は
、
一
七
〇
・
二
時
間
、
三
年
度
に
は

一
六
四
・
五
時
間
ま
で
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
労
働
時
間
の
短
縮
に
伴
っ
て
、
市
民
は
新
た
な
豊

か
さ
と
し
て
、
時
間
的
ゆ
と
り
を
取
り
上
げ
て
お
り
、

余
暇
、
文
化
、
教
養
等
に
対
す
る
希
求
意
識
が
強
く
な
っ

図一22仕事は生活のためで．自分の生5舌を大切にする(性･年齢別)
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て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
「
横
浜
市
民
意
識
調
査
－
市

民
の
生
活
価
値
観
－
（
平
成
四
年
三
月
）
」
を
見
れ
ば

明
ら
か
で
あ
る
（
図
－
2
2
、
図
－
2
3
）
。
「
仕
事
は
生

活
の
た
め
で
、
自
分
の
生
活
を
大
切
に
す
る
」
を
支
持

し
て
い
る
回
答
者
が
男
女
お
よ
び
全
世
代
で
、
「
そ
う

は
思
わ
な
い
」
の
支
持
率
を
上
回
っ
て
い
る
。
世
代
別

に
見
る
と
、
男
女
と
も
二
十
代
に
お
け
る
支
持
率
が
最

も
高
い
（
男
七
〇
・
八
％
、
女
六
三
・
一
％
）
。
勤
め

先
に
お
い
て
業
務
の
最
前
線
で
責
任
あ
る
立
場
に
置
か

図一23　同じ休みをとるなら、好きな時まとめてとりたい（性・年齢別）

れ
る
三
十
代
、
四
十
代
で
は
男
女
共
に
若
干
支
持
率
が

下
が
る
も
の
の
、
五
十
代
に
は
再
び
支
持
率
が
上
が
る
。

男
性
は
六
十
代
に
お
い
て
も
五
八
・
九
％
の
支
持
が
あ

る
の
に
対
し
、
女
性
は
六
十
代
で
は
五
〇
・
四
％
と
最

も
支
持
率
が
低
い
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
「
同

じ
休
み
を
取
る
な
ら
、
好
き
な
時
に
ま
と
め
て
取
り
た

い
」
に
つ
い
て
も
、
「
そ
う
思
う
」
と
答
え
た
回
答
者

が
「
そ
う
思
わ
な
い
」
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
の
質
問

に
対
す
る
支
持
率
の
傾
向
は
、
女
性
に
お
い
て
は
先
の

図一24　全体を100とした場合の各都市の余暇関連支出(平成元年、全世帯)

質
問
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
男
性
に
つ
い
て
は

三
十
代
の
支
持
率
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

三
十
代
男
性
の
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
く
作

用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
「
産
業
構
造
基
礎
調
査
」
に
お
け
る
、
平
成

元
年
で
の
余
暇
関
連
支
出
の
各
都
市
比
較
（
図
－
2
4
）

を
見
て
み
る
と
、
横
浜
市
は
、
東
京
都
区
部
と
肩
を
並

べ
て
高
い
支
出
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

市
民
の
余
暇
、
文
化
、
教
養
等
に
対
す
る
希
求
意
識
が

図一25　通勤先の推移（横浜市）
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強
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
し
か
し
、
通
勤
時
間
や
勤
務
地
の
面
で
横
浜
市
民
は

不
自
由
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
先
の
首
都
圏
へ
の

生
活
依
存
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

従
業
者
の
お
よ
そ
四
〇
％
が
市
外
に
通
勤
し
、
通
勤
時

間
も
一
時
間
を
越
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
通
勤
と
い
う

側
面
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
余
暇
空
間
へ
の
ア
ク
セ
ス

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
従
っ
て
、
せ
っ
か
く
の
自

由
時
間
も
多
く
の
部
分
が
移
動
に
費
や
さ
れ
て
し
ま
う

（
図
－
2
5
）
。

図一26　自治会・町内会加入率の推移

②
‐
市
民
の
地
域
活
動

　
一
方
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
は
、
「
自
治
会
・
町
内

会
加
入
率
の
推
移
」
　
（
図
－
2
6
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

昭
和
六
十
三
年
（
九
一
・
三
％
）
か
ら
わ
ず
か
ず
つ
な

が
ら
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
都
市
的
生
活
形
態

の
拡
大
で
見
た
通
り
、
市
民
の
”
生
活
の
環
”
の
寸
断

傾
向
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
地
域
活
動
経
験
の
有
無
（
性
・
年
齢
別
）
」
　
（
図
－

2
7
）
を
見
る
と
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
は
、
全
世
代
で

圧
倒
的
に
女
性
の
参
加
が
男
性
を
上
回
っ
て
い
る
。
と

く
に
四
十
代
に
お
い
て
女
性
の
参
加
経
験
者
（
八
二
・

図一27　地域活動経験の有無（性・年齢別）

八
％
）
と
男
性
の
参
加
経
験
者
（
四
三
・
二
％
）
の
差

が
顕
著
で
あ
る
。
地
域
社
会
や
居
住
地
域
の
人
々
に
対

す
る
社
会
奉
仕
や
、
児
童
・
老
人
・
障
害
者
に
対
す
る

社
会
奉
仕
、
あ
る
い
は
福
祉
施
設
等
の
人
に
対
す
る
社

会
奉
仕
な
ど
も
、
『
男
女
別
「
社
会
奉
仕
」
の
種
類
別

行
動
者
率
』
　
（
図
－
2
8
）
に
よ
れ
ば
、
圧
倒
的
に
女
性

の
行
動
率
が
上
回
っ
て
い
る
。

　
近
年
、
女
性
の
高
学
歴
化
に
伴
う
社
会
進
出
が
盛
ん

に
進
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
事
、
育
児
に
お

い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
女
性
が
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
（
図
－
2
9
）
。

図一28　男女、「社会奉仕」の種類別行動者率（昭和61年）
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図－29　男女、曜日別２次活動時間（昭和61年）

グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行

次
い
で
第
二
位
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
外
国
人
登
録
人
口
」

（
表
－
４
）
を
見
る
と
、
平
成
元
年

か
ら
五
年
に
か
け
て
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
平
成
元
年
の
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
改
正
に

よ
り
、
一
部
就
労
目
的
の
入
国
が
し

や
す
く
な
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
と
思

わ
れ
る
。

　
国
籍
別
に
み
る
と
、
韓
国
・
朝
鮮
、

中
国
に
次
い
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
第
三

位
と
な
り
、
平
成
元
年
に
二
位
で
あ
っ

た
米
国
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
も
抜
か
れ
、

第
五
位
と
な
っ
て
い
る
。

②
－
外
国
人
市
民
の
増
加

　
一
方
、
横
浜
市
を
訪
れ
る
外
国
人

の
う
ち
、
観
光
客
数
・
商
用
目
的
者

数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
横
浜
に

は
、
居
留
す
る
外
国
人
も
多
く
、
異

国
情
緒
あ
ふ
れ
る
街
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
確

立
さ
れ
て
い
る
。
「
区
別
外
国
人
登
録
者
数
」
　
（
表
ｌ

５
）
を
見
る
と
、
中
区
が
一
万
六
百
二
十
九
人
と
市
内

で
最
も
多
く
、
鶴
見
区
（
五
千
九
百
二
十
八
人
）
、
南

区
（
三
千
八
百
五
十
八
人
）
と
続
い
て
お
り
、
市
全
体

で
は
四
万
五
千
四
百
六
十
四
人
に
達
し
て
い
る
。

表－４　外国人登録人口
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０
－
国
際
交
流
の
増
加

　
こ
こ
数
年
海
外
渡
航
者
は
急
激
に
増
加
し
続
け
て
き

た
。
ま
た
、
個
人
レ
ベ
ル
で
の
外
国
交
流
が
進
ん
で
き

て
い
る
。
統
計
に
よ
れ
ば
、
神
奈
川
県
は
、
東
京
都
に

五
－
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③
－
市
民
生
活
と
国
際
化

　
そ
の
一
方
で
、
国
際
化
が
進
展
し
て
き
た
こ
と
で
、

市
民
の
生
活
に
お
い
て
も
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の

基
準
や
保
安
基
準
と
い
っ
た
国
際
機
構
が
提
唱
す
る
世

界
に
共
通
す
る
シ
ス
テ
ム
が
深
く
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

　
市
民
生
活
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
こ
と
は
、
在
住

外
国
人
居
住
条
件
の
改
善
が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
く

る
。
日
常
生
活
に
お
い
て
、
外
国
人
が
不
便
を
強
い
ら

れ
て
い
る
点
と
し
て
、
言
葉
の
障
壁
に
よ
る
も
の
と
、

法
律
に
関
わ
る
も
の
に
大
別
さ
れ
、
問
題
点
と
し
て
認

識
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
在
住
外
国
人
に
と
っ

て
「
特
に
ほ
し
い
情
報
」
　
（
図
－
3
0
）
は
、
福
祉
・
医

表－5　区別外国人登録者数

療
情
報
、
生
活
に
か
か
わ
る
情
報
な
ど
、
日
常
生
活
上

の
情
報
で
あ
る
。
こ
の
情
報
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
や

日
本
語
の
新
聞
・
雑
誌
・
書
籍
と
と
も
に
、
日
本
人
の
。

知
り
合
い
か
ら
も
得
て
い
る
（
図
ｌ
3
1
）
。

　
日
本
人
と
の
つ
き
合
い
が
多
い
人
の
方
が
、
日
本
人

と
の
つ
き
合
い
に
満
足
し
て
い
る
人
の
割
合
が
多
い
な

ど
（
図
－
3
2
）
、
外
国
人
と
の
共
生
の
中
で
、
外
国
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
力
や
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
活
動
、

ま
た
、
開
か
れ
た
市
民
意
識
や
共
生
意
識
の
根
付
い
た

地
域
社
会
づ
く
り
等
を
通
じ
て
、
横
浜
の
国
際
化
を
実

現
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

図一30　特にほしい情報

図一31　日本の情報入手方法
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図一32 (a）つきあい相手別

　　　　　日本人とつきあい満足度（％）
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(b)つきあい相手別

　日本人による偏見・差別体験度(％)
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